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論文内容要旨
 Ventricularasynchronyが心ポンプ機能に少なからざる影響を与えることは,1925年Wlggers
 以来種々の報告がなされてきた。しかし,生体で心室の収縮様式を詳細に観察することは困難で
 あったため,局所心筋の動態を検討して心行動との関係を明らかにすることは不可能であった。
 近年X線映画法を用いた左室機能分析法が確立され,各心拍毎の心腔形態の動的分析が可能とな
 った。著者は,Ventricularasynchronyの病態を明らかとするため,左右心室の種々の部位に
 電気刺激を加えてAsynchronyを生ぜしめ,X線映画造影法を用いて左室容積を測定すると共に
 収縮様式を検討し,右房刺激時の成績と比較した。更に心室中隔にマーカーを縫着して中隔運動
 の特徴を把握し,左心ポンプ機能に果す局所心筋の機能的役割を解明することを目的とした。
 対象並びに方法
 雑種成犬9頭(平均体重15・2kg)を用い,ベントバルビタール麻酔(30塑/kg)し,陽圧
 酸素呼吸下に第5肋間で開胸,心を心膜上に固定した。右室流出部(RVO),心尖部(RVA),
 左室側壁(LVL),心尖部(LVA)及び右房(RA)の心外面を150/mlnの一定頻度で刺
 激し,16㎜Oinecameraを用いて左室X線映画撮影を施行した。5頭では第1斜位で造影を
 施行し,左室前,後壁運動を,4頭では第2斜位で中隔と側壁運動を観察した。X線フイルムに
 は発光ダイオードを用い,心電図R波に一致したf言号を記録した。得られた造影像は,Motior
 analyzerを用いて10～20msec毎に転写し,長軸とこれに垂直な3本の短軸を計測した。直
 径5傭,厚さ2㎝のマーカーを左心耳から僧帽弁を通して心室中隔に接触させた金属管の中を通
 して左室側中隔に固定した。マーカーは長軸に沿って心尖部と基部に2個装着し,その距離の変
 化を測定した。更にマーカーの胸腔内軌跡を求めた。第1斜位で得た像より,左室を回転惰円体
 と仮定したGreeneらの方法で左室容積を算出した。
結果
 第1斜位の検討で,RA刺激時長軸は一様に短縮し,短縮率24彩,短軸の短縮率は心尖部60,
 中部53,基部44%であった。RVO刺激時には長軸,短軸共に短縮率は低下,LVA刺激時
 長軸は収縮の中,後期に伸展し,短縮率は刺激部位近傍で低下,対側で増大した。左室拡張末期
 容量(LVEDV)はRA刺激時(25・5諺)に較べ心室刺激時低値(RVO20.3,1・VA18,7彿の,
 収縮末期容量はほぼ等値(各々3.9,4.7,4.4麗)で,心室刺激部位間に差はなかった。大動脈平
 均圧はRA刺激時92㎜Hgであったに対し,心室刺激時には何れも1聴BVO81,LVA82
 ㎜Hg)を示した。第2斜位の検討で,RA刺激時短縮開始は中隔,自由壁共心尖部Hemiaxis
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 が早期に起こり,心期部Hemlaxisは最も遅れ,約40msecの差を認めた。RVO,RVA,LVA
 刺激時には中隔側Hemiaxisが,LVL刺激時には自由壁側のそれが早期に二峰性運動を呈し,該
 側の短縮率は対側に比し小であった。一方,長軸の胸腔内角度変化は何れの部位刺激でも10度
 以内で,二峰性変化を認めなかった。また,マーカーの胸腔内軌跡は中隔側Hemiaxisの二峰性運動と一
 致した。2個のマーカー間距離の短縮率はRA刺激時24%,心室刺激時21%と殆んど変化なかった。
考察
 RA刺激時,短軸の短縮率は長軸のそれの約2倍で,短軸方向の収縮は長軸方向収縮より血液
 駆出への関与が大であった。LVEDVはRA刺激時に比し心室刺激時何れも約30%低値で,心
 房収縮の心室充満に占める大なる役割を示した。LVA刺激時,長軸は収縮中期から後期にかけ
 心尖部のBulgingを認めたが,これは刺激を与えた心尖部心筋収縮の早期終了,この時期におけ
 る他の領域心筋収縮の持続に基くと考えられた。刺激部位近傍のHemiaxisは短縮が早期に開始
 し,二峰性短縮運動を呈し,短縮率が小,一方,対側Hemiaxisの短縮運動は正常で短縮率が大
 であった。二峰性運動の発生機序に関し,初期の短縮運動は刺激部位近傍の早期興奮によると解
 されたが,次の短縮運動時にはその心筋部位は不応期にあるので,別の刺激で再度短縮運動が生
 じたとは考えられなかった。胸腔内での長軸の角度変化は10度以内でがり,かつマーカーの胸
 腔内軌跡が中隔側Hem呈axisの時間経過と方向が一致し,このことから二峰性運動は刺激部位近
 傍心筋自体の異常運動に基くと解された。心室中隔長軸方向に縫著した2個のマーカー間の短縮
 率は,心傍,心室刺激時共に低値を示し,中隔は他の心筋収縮の支柱として役立つと考えられた。
 以上のことから,心室刺激時Gardiacperformanceの低下は,心房収縮の欠除,左室Asyr
 chro口yによると考えられ,また心室刺激部位により差がなかったことの理由は,刺激部位近傍
 心筋異常運動が対側部位の短縮増大により代償されたためと考えられた。
結論
 開胸犬9頭で左室X線映画法を用い,心外面の種々の部位を一定頻度で電気刺激し,左室形態
 及び心室中隔長軸方向に縫着したマーカー間距離の変化を分析して次の結果を得た。1),心室
 刺激時の大動豚平均圧は,心房刺激時のそれに比し約13%低下し,心室刺激部位による差はな
 かった。2),心房刺激時,長軸及び心尖部,中部,基部短軸の短縮率は各々24,60,53,44
 %であった。短縮開始時間は心尖部,中部,基部の順に生じ,全体が短縮するのに40msecを
 要した。3),心室刺激時の左室拡張末期容量を心房刺激時と較べると,約30%低値を示した。
 一方,左室収縮末期容量は心房,心室刺激時で差はなかった。4),刺激部位近傍心筋は早期に
 短縮開始し,収縮早期に二峰性運動,短縮率の低下を示し,対側心筋の短縮は大であった。5),
 心室中隔長軸方向の短縮は,心房刺激,心室刺激時何れも小であった。
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 審査結果の要旨
 異所性刺激発生部位の違いが左室壁局所の動態に如何なる影響を与えるかに関しては,未だ不
 明な点が少なくない。本研究は心室収縮様式の異常化asynchronyの病態を明らかとするため,
 種々の心室部位に電気刺激を加え,X線映画法を用いて心周期に伴う心腔形態の動的分析を行い,
 心房刺激時の所見と対比し,左心ポンプ機能に果す局所心筋の機能的役割を解明することを目的
 としている。
 雑種成犬を対象として,開胸下に右房(RA),右室流出部(RVO),心尖部(RVA),左
 室心尖部(LVA),側壁(LVL)を150/mlnで刺激。X線造影法を行い,X線フイルムに
 同記された心電図R波を起点として10msec毎に分析している。分析に際しては長軸と之に垂
 直な三本の短軸を用い,第一斜位像では左室前,後壁運動を観察すると共にGreeneらの方法で
 容積を算定,第二斜位像では中隔と側壁運動を検討している。また小金属片を中隔の心尖部と基
 部に装着し,長軸方向の短縮運動を,更に体内(脊椎,肋骨,横隔膜)及び体外(蛍光板に貼布
 した鉛片)を固定点と定めて金属片の運動曲線を求めている。
 第一斜位での成績を要約すると,1)RA刺激時,長軸の短縮率(24彩)は短軸のそれ(心尖
 部60,中部53,基部44%)より小で,血液駆出への関与は短軸が大,2)RVO刺激では
 長軸と前壁の短縮率が低下,3)LVA刺激では長軸の奇異性伸展,心尖部前壁の短縮率低下,後
 壁の短縮増大が特徴的との成績を得ている。4)心室刺激時心拍出量は低下したが,この際拡張末
 期容量が減少,収縮末期容量が不変であり,この所見は心室刺激部位により差を認めなかったとしている。
 第二斜位の検討では,1)RA刺激時の短縮開始は中隔,側壁何れも心尖部が早く,心基部は約
 40msec遅延,2)RVO,RVA,LVA刺激時には中隔が,LA刺激では側壁が二雌性運動
 (早期短縮後,駆出期に一過性伸展し再び短縮)を呈し,短縮率は何れも減少,対側運動は一峰
 性,且短縮率は増大した。このことは中隔が自由壁心筋と互に機能を代償することを意味し,心
 室刺激部位により心行動に差をみなかった理由はこの代償作用によるとしている。3)また二個
 の金属片間の短縮率は17～名4%と小であったことから,長軸方向の中隔は短軸方向の心筋収
 縮の支柱としての役割をも果すとの見解を述べている。4)体内外固定点を用いた分析では,長
 軸の角度変化は何れも10度以内にあり,心拍に伴う心自体の胸腔内での移動は僅かであることを
 示した。5)従って金属片の軌跡は局所心筋の二次元運動を示し,上述の二峰性運動は,血液駆
 出に伴う壁の振動現象に基くとしている。
 以上の如く,ぺ一シング下の左室形状の変化,壁運動を定量的に分析し,殊に異所性刺激下の
 中隔運動の特徴を把握して,その機能的役割の一端を明らかにしたことは注目すべく,優れた研
 究と評価され,充分学位授与に値すると思われる。
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